









計 国立 公立 私立 私立の割合
2002 686 99 75 512 74.6
2012 783 86 92 605 77.3
2013 782 86 90 606 77.5
2014 781 86 92 603 77.2
2015 779 86 89 604 77.5
2016 777 86 91 600 77.2

















計 国立 公立 私立 私立の割合
2002 541 16 50 475 87.8
2012 372 ― 22 350 94.1
2013 359 ― 19 340 94.7
2014 352 ― 18 334 94.9
2015 346 ― 18 328 94.8
2016 341 ― 17 324 95.0






























































































































































































年の時点で 10.1％、1960 年には 10.3％になりまして、70 年代の真中の段階で 38.4% という数字
が記録されています。高等教育というものを見た場合に該当年齢人口の何％の人が進学するのか
ということは、なかなか重要な意味があります。これを、定式化したのが、アメリカ合衆国の





























































































 → 1973 年、聖マリアンナ医科大学と改称
岐阜歯科大学（歯）



























経済学部 学生定員一学年 200 名　専任教員 28 名
法学部 学生定員一学年 200 名　専任教員 30 名
















次に少し話を変えまして 1970 年代の私立大学全般の話をしたいと思います。今から 50 年く






















以上のように、1970 年代から 80 年代にかけては、日本の大学にとって、特に私立大学にとっ
てはまさに黄金期です、しかし 80 年代も進むとこれが終焉するようになって、ついには 1990 年
代初めからは一転して、大学大競争という厳しい時代が幕を開けることになります。私は、空白






























7　「医学部教授選出で現金」『朝日新聞』1983 年７月 19 日朝刊１頁

























































































































筆者付記：この論考は、2017 年 12 月 11 日におこなわれた、人間教育論：創価教育学講義と
いう授業の録音を元に再構成したものです。この授業で話をする機会をつくっていただいた勘坂
純市先生、創価教育研究所の紀要に掲載するあたって連絡の労を執っていただいた坂口貴弘先生、
さらに、文字起こしを担当した谷英一君に、それぞれ御礼を申し上げます。なお、文責はすべて
坂本個人にあります。
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大学史の中の創価大学
